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子どもと親たちの視点から

1. はじめに一研究プロジェクトの目的

たたけよ、されば開かれん

北海道大学大学院教育学研究科教育臨床講座 田 中 雄：

北海道大学大学院教育学研究科では、「特別支援教育と地域支援プログラムの展開」というテー

マで、 2004年度研究プロジェクトを始動させた。

基本的なスタンスは、第1回シンポジウムで、逸見科長（当時）が述べたように、文部科学省に

よる政策的提起である特別支援教育を展開するうえでは、地域・学校・行政の総合的結びつき、つま

り連携というテーマを無視することはできない、という点にある。

理念とタイムリミットが先行された政策である特別支援教育をめぐっては、各市町村、都道府県

レベルにおいていまだ試行錯誤の状態というのが実態ではないだろうか。時に先駆的と呼べる活動

をしている地域展開も、数年のモデル事業で精鋭部隊により展開したもので、メンバー変更により

容易にシステムが変容する危惧を抱かせるものが少なくない。

そこにおいて、われわれのプロジェクトの行き先は、子どもの成長、発達に広く「教育学」がど

のような貢献ができるのかという自問自答である。かすかな一条の光は、これまで高等教育のあり

方から、障害児教育、発達障害に関する基礎的な研究を長年推し進め、加えて教育臨床学あるいは

臨床心理学との融合を推進しようとしている教育学研究科に内在している地力であろう。

その力と特色をどのように生かすべきかが、今回のプロジェクトで少しでも明確になればよいと思

い、シンポジウムを組んだ。

主たるシンポジストは、学内だけではなく、学外の他職種の方々も含め、当然明らかに実践者と

呼べる方ばかりを結集させた。

初年度は、まず多くの他職種の方々を招いての現場からの声に耳を傾けようとしたものである。

高名な方々ばかりではなく、地域に根ざし、真摯に子どもの未来を担い、己に責任を課している方

の実践を聴くことで、間接的に経験したいという願いがある。

将来、北大ネットと呼べるような、開かれた結びつきを拓く一歩になればと、学際的な連携も試

みた、教育学研究科の臨床知への冒険と実務化への挑戦でもある。

すこし自画自賛的ではあるが、この企画進行中に、さまざまな遡返があり、すこしずつではある

が、学部内に地殻変動の予感が起きている。

私たちは、ようやく大きく重い扉に、内外で手は携えながら、触れることができたといえるかも

しれないという、ささやかな感触を持つことができた。
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特別支援教育を前にして、ひと、地域、

そしてネットワークを考えるシンポジウム





子どもと親たちの視点から

特別支援教育を割にして．ひと，池域，そしてネットワークを考える
シンポジウム

特別支握教育と地域運携

～子どもと親たちの襦点から～

シンポジウム 1
1．就学前からの個別対応とは：保育國における
取り組み
影山竃子（社会福祉法人みきの家わかくさ保育園

主任保育士）

2.子どもたちの今：ノンフィクションライター
の目を通して
品川裕香（ノンフィクションライター）

3.支援グルーブの取り組みを通して
高山恵子 (NPO法人えじそんくらぶ代表）

シンポジウム 2
「特別支援教育を具体化するために」 総合討論

影山竃子品川裕香高山恵子
宮崎隆志（社会教育学G)田中康雄（教育臨床心理学G)

3月13日 10●~3●

北薦遍大零響爾交鷹拿●

一 霞中●纏
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2. 3. 第3回シンポジウム

『特別支援教育と地域連携～子どもと親たちの視点から～』 2005.3. 13 

特別支援教育を前にして、ひと、地域、そしてネットワークを考えるシンポジウムの最後を迎え

た。

第3回シンポジウムは、年度末である2005年3月13日に開催された。今回も企画者である田中の

人脈によるが、最後を飾る意味で、すべて道外から来ていただいた。

「特別支援教育と地域連携 ～子どもと親たちの視点から～」というタイトルで、これまで支援

する側の視点で思いを語り続けていたが、最後は、親と当事者の代弁を依頼した。

ここでも、若干個人的なことを記しておく。

わかくさ保育園の主任保育士である影山さんとは、田中が千葉の国立精神神経センターに所属し

ていたときの知り合いである。当時別の企画で、軽度発達障害のある子どもたちに、保育園がどの

ように取り組んでいるかというビデオ企画の一環で出会った。科学的なまなざしと、子どもへの暖

かい思いを融合させた、夢のような新築まもない園で出会い、子どもたちの様子を見せて頂き、そ

の後学研企画の書籍でもご一緒させていただいた。

才覚あるかたで、切れ者という印象である。この方もご多忙にもれず。ハイパーなかたである。

二番手の品川さんとは、まだ某出版社の編集担当をされていたときにであった。このかたもハイ

パーでかつ切れ者である。しばらくして、社を辞めフリーライターになった。その後は彼女にある

問題意識に色濃く支えられた良書を生み出していく。最近の書籍でも、「怠けてなんかない。ディ

スレキシア」（岩崎書店）や近刊（この報告書は出るころには書店に並んでいると思われるが）「こ

ころからのごめんなさい 一人ひとりの個性に合わせた教育を導入した少年院の挑戦」（中央法規

出版）という問題作が待っている。是非ごー読していただきたい。つくづく事実を伝えるドキュメ

ンタリーは、手間暇がかかるものだと思う。貴重な本である。その一部が今回のシンポジウムでも

語れている。特に当事者の思いをくみ取ってほしいと思う。

最後は、えじそんくらぶ代表である高山さんである。

話にも出てくるように彼女自身はAD/HDをもっている。そのためか、 AD/HDのある人の

気持ちや行動が自分のことのようにわかってしまうという。彼女とは、すでに10年以上のつきあい

である。奇跡ともよべる持続力でもってえじそんくらぶが継続している。つくづく普段からの支え

人の重要性を感じる。

高山さんも超多忙のかたでありながら、快く今回シンポジストとを引き受けて頂いた。本当にあ

りがとう。

それにしても、最後を飾った3名は、みなハイパーでパワフルな方であった。いや、 3回すべて

そのような特性のある方々に支えられて開催可能となったようにも思われる。文字でそうしたエネ

ルギーが伝えられるか、一抹の不安が残った。

やっぱり、これはライブでないと。

田中康雄
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ー． 
ら` と り

くさ

） おはようございます。今ご紹介いただきま

した、わかくさ保育園の主任保育士の影山竜子と申しま

す。よろしくお願いいたします。わかくさ保育園は東京

都の昭島市というところにあります。昭島というのは東

京都の中でも西の方の多摩地区といわれるところで、だ

いたい人口が11万人ぐらいの市になっていまして、国営

の昭和記念公園ってご存じでしょうか、それがあるとこ

ろです。

隣接している立川市の西にある市です。結構自然

まれていて、東京でいう田舎なんですね。東京の中の田舎で、東京都と言いますけれども私たちも

都内の方に行くときは「東京に行く」という表現を使うぐらいにちょっと田舎の方にあります。昭

わかくさ保育薗にあける取り且み

リソース）レーム「ひまわリ」

わかくさ保育園主任1昂育士影山奄子

島市には公私、公立、民間合わせて20園保育園がありまして、ちょうどその20園というのはコミュ

ニケーションを取るのにはすごくいい数だと思うんですけれども、そんなところからやってきまし

た。

今日は、田中先生にお声を掛けていただきまして、うちで独自に取り組んでいます就学前の個別

支援、 1つそれを紹介させていただこうと思います。お手元にレジュメがあると思いますので、そ

ちらを見ながら一緒にスクリーンも見ていただけたらと思います。うちの園には、いわゆるリソー

スルームという言葉を皆さんご存じでしょうか。リソースルームという支援室を4年前ですかね、

丸4年になりますが開設しました。

その事例をちょっとお話ししたいと思いますけれども、まず最初にうちの園の理念というところ

を触れないとそちらのリソースルームについてもお伝えできないので、わかくさの保育についてお

話しさせていただきたいと思います。私たちの保育園ではかれこれ二十数年前に保育の大改革を始

めまして、やはり乳幼児期の子どもたちというのは本当に一人一人違います。

その一人一人の子どもを大切にする保育をしたいねということでどういうふうに取り組んだらい

いのかということで、園の中で独自に勉強会なり研修なりを重ねてきたわけですけれども、

人を大切にするというのはいったいどういうことかといいますと、今、保育指針でもそこがすごく

重要視されていますけれども、おそらく日本全国の保育士さん、また教育関係者の方で子どもに対

して一人一人大切にしなくていいなんて思っている人は

誰もいないと思うんですね。

でも、私たちがさらにそこを追究しようとしたのは観
わかくさの

個人差を受けれひとりひとリにあった発達を

保障する具体的な保育の方法

20935月1

念的なことではなくて、じやあ、その思いを具体的にど

う実行するかという、実践的に具体的な方法を模索しよ

うということで取り組んでまいりました。ここにも

てあるように、本当に10人いれば10人違いますから、そ

の個人差を受け入れる、そういった保育の在り方、それ
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をこれからちょっと紹介したいと思います。

これはうちの園舎です。園舎の正面、北側から撮ったんですけれども、実はこの園舎は平成15年

の10月に新築完成しまして、それまではかなり老朽化した園舎で、その中で工夫しながら保育して

いたんですけど、園は17年度で50周年になる、歴史がある保育園なんですけれども、ぼろい園舎を

私たち日々保育しながら、こういう園舎だと子どもたちが生活しやすいんじゃないかということを

考えながら建てた念願の園舎です。

私たちの保育園では独自にちょっとネーミングをして

いまして、それが「自主的個別保育」という言葉を使っ

ています。あまりネーミングするというのはちょっと言

葉が独り歩きして固定概念みたいなものを持たれると本

当に嫌だなと思うので、あんまりこれは大きく色々なネー

ミングを使いたくないんですけれども、要はこの言葉か

ら受ける印象は一人一人あまり集団性がなくて勝手にやっ

ているようなイメージがありますけど、そういうことで

自主的個別保育 はなくて、本当に一人一人がその子の発達に沿って成長、
環境による子ども主体の保育 I 

発達を遂げることができるようなことを願った保育だと
・子どもひとりひとりの発連や興味・間心を配慮Jた
様々 な教具教材が整えられた環境 l いうことなんですね。

・子ども自ら選択J、自分の力でやり遂げられる環境 そのやり方として私たちは、 ここにあるように、環境

・秩序に守られた自由な環境 による子ども主体の保育という方法でやっています。お

直叩9

手元のレジュメにちょっと文章にも書いてあるんですけ

ど、私たちの考え方としては、子どもというのは、本当

に基本的に生理的に満たされて精神的に安心できる状態が保障されていれば、彼らの中に秘められ

ている発達のエネルギーというか、欲求に従って周囲の環境に自ら関わりながら、多くのものを吸

収して本当に自分で育つというか、そういう存在なんじゃないかということが私たちの保育の原点

にあります。

そのために私たちは何をするかというと、彼らの中に秘められているプログラムなり力に合わせ

て、彼らの力で育っていけるように周りの環境を整えるということと、保育者というのは環境の一

部でもありますよね。その環境の一部としての在り方ということを考えていく。そういう保育の考

え方を持っています。とにかく周囲の環境が整えられていれば子どもが自らその子に合った成長を

遂げていくと。それを助けるのが私たち保育者の務めであるという考えでやっています。

そういった環境は具体的にどんな感じかというのをこの後、写真でもお見せしようと思っている

んですけど、ポイントとしていくつかここにありますけど、まずそこの子どもたちの環境には本当

に様々なお子さんがいますので、その子の発達に合った興味や関心やそこを援助できるような色々

な教具教材を整えています。

そして、それらは大人がやらせるというのではなくて子ども自らの欲求で選択して、そして自分

の力で、その子一人一人力が持っている段階というのは技術的には差がありますけど、意欲に応じ

てまだ身に付いていない技術でも、やった、できたと思えるような達成感が得られるような、自分

の力でやり遂げられるように工夫して環境を整えてあげるということが大事なポイントになってい
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ます。

それらは、いわゆるよく自由という言葉を誤解されますけど、好き勝手に、よく放任とかという

言葉がありますけど、そういうふうにやるのではなくて、環境の中には当然ルールがあったり、子

どもたちの中で積み重ねられた秩序というものがあって、その中で一人一人が自由を得られると。

そういうような環境を構成して保育をしています。じやあ具体的に映像を見ながらお話ししたいと

思います。

スライド 1

（スライド 1) これは保育室ですね。これは 1~2歳

の保育室なんですけど、うちの保育園はクラスが縦割り

になっています。この件に関してはまた後ほどお話しし

ますけれども、こんな感じにコーナーに仕切られていて、

関連の例えば指先を使うものはここだよと、そういった

ものはすごぐ慎重に集中して取り組むものだから、気が

散らないように壁に向かってやれるようにテーブルを設

置するよとか、仲間と楽しみながらやるものはまたそう

いうエリアをつくるというように、どういう遊びなり教具に意図があるかを考えて部屋の構造をつ

くっていきます。

スライド2

やはりこれも違う角度から見たお部屋ですね（スライ

ド2)。本当に子どもがその発達段階で見て魅力を感じ

るようなものを用意し、それで自分で取り出して元に戻

すという、自分の力で開始から完了まで遂げられるよう

な工夫をしています。

スライド3

これは幼児のクラスですね（スライド 3)。幼児の方

は3歳以上の縦割りになっています。見ていただくと分

かるように 1クラスだいたい30~35名の構成になってい

まして、保育士が基本的には2人の担任に、そこに加配

が1人入って3人の担任で運営しています。本当にさま

ざまなところで子どもたちが自分の好きな活動を選択し

ている様子が分かると思います。
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スライド4

スライド5

子どもと親たちの視点から

これもそうですね。個別といっても別に一人一人がバ

ラバラでやるものばかりではなくて、仲間と関わりなが

ら取り組むものもいろいろあります。

これもそうですね。保育士は、先ほどの映像から分か

るように本当に援助が必要なところにさりげなく近づい

ていって援助するんですね。お手元の資料にもあるよう

に、いわゆる一般的に行われている昔からの保育のやり

方と大きく違うのは、まず保育者が主導で前に立って、

「はい、さあ、皆さん」という感じで指導するのではな

くて、本当にこれを見ていて分かるように、必要なとこ

ろに保育士が近づいていって、あくまでも選択は子ども

が行っていくという、マスワークではなくてケースワークといったスタイルで保育をしています。

そしていろいろ子どもたちの発達、興味に応じたものを子どもが選択するわけですね。

スライド6

このように必要な場合は本当にじっくりと子どもさん

に保育士が関わりながら教材に取り組めるように援助し

ていきます。

スライド7

この子は今ちょうど季節で毛糸を使った作業でボンボ

ンを作る作業を熱心にしていますね。こういったはさみ

であるとか、ああいった道具も自分で使いたいときに作

業に必要なものを自分であそこから取り出して、終わっ

たらまた元に戻す。こういった道具の使い方というのは

本当に 1~2歳のときから同じ園の中で一貫したルール

の下で積み重ねられていて、担任が代わるとそのクラス

のやり方とかルールが変わるということは一切ありませ

ん。
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園の中で生活の仕方、道具の使い方、ルールというのがすべて統一されていて、子どもたちはそ

れを積み重ねていけるようになっています。

スライド8

スライド9

ここではラキュー (LaQ) という、かなり指先の巧

緻性を必要として、あと企画能力の必要ないわゆる構成

遊びですけれども、今これがすごく、もう何年もですけ

どブレークしていて、かなり大きなものを作っています。

このお子さんは2歳児ですね。この 1月に進級してき

て、実は進級もうちの園では4月というものを境にして

いなくて、あくまでもその子の発達に応じた時期に進級

していくというスタイルを取っています。今の時期ちょ

うど新年度を迎えますけれども、もちろん4月になって

も上の段階にまだ上がるのは非常に負担があるという場

合はとどまったりします。

6年間保育園生活がありますけど、クラスがO~l歳

のクラスと 1~2歳のクラス、そして3以上のクラスの3つのブロックに分かれているので、 6年

間の園生活でクラス替えはその子にとって2回だけあるという感じですね。縦に入ったときはずっ

と持ち上がりになっていくんですね。この人は進級したばかりで、保育士が丁寧に色々な活動を紹

介しているような様子ですね。

スライド10

これは子どもたちにとても人気のコーナーなんですけ

ど、園生活の中で日常の生活の自立というか、日常生活

に積極的に自分から取り組むということを、すごく大事

にしていまして、毎日こういった季節に応じた調理とか

のコーナーがあって、これは朝、登園してくると自分で

やりたければそこに行ってお茶をいただいたり、あちら

は今月はギョーザヒ°ザを作っているんですけど、それを

焼いていただいて、また食べ終わると片付けるみたいな

感じでやっています。
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スライド11

スライド13

スライド14

子どもと親たちの視点から

ここでは保育士と一緒にカードゲームをしていまして、

ここでも年少児と年中児と交ざって一緒に活動している

様子が分かると思います。

スライド12

これもラキューのコーナーですかね。

この人はまだ2歳児ですけれども、今一生懸命はさみ

で切る作業をしています。とにかく本当に一人一人の意

欲と能力に合わせて、やりたいと思ったときに取り組め

るような環境にしているんですけど、 1~2歳のクラス

からはさみであるとか針であるとかそういったものを使

う環境が保障されていて、私たちの中では危険なものは

何で危険なのか、危険でないように扱うことを幼いとき

から子どもたちに伝えて、危ないからやらせないではな

くて、危ないものの扱い方を日々の生活の中で体験でき

る準備をしています。

これはクッキーのコーナーですね。先ほどはヒ°ザのコー

ナーになっていましたけど、クッキーのシーズンもあっ

て、レシヒ°があってそれを見ながら自分で自分の分のクッ

キーをこねてオーブンで焼いていただくコーナーです。
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スライド15

スライド16

これは2歳児さんで、バナナを切るというコーナーが

あって、刃物を扱うことも早めに教えます。この 2歳児

の時期は木製のバターナイフですね。そういったもので

まずは導入してバナナとか熟れたキウイとかを用意して

やって、さっきの幼児のクラスになると本物の包丁で野

菜を切ったりということを毎日の活動でやっています。

これもラキューです。

スライド17

その野菜を切るコーナーですね。こんな感じで、こう

やって切ったものはお友達にサービスをしたりして、い

ただいたりしています。

スライド18

これは構成遊びの積み木のコーナーです。これもうち

の積み木の場合は「はい、今日はおしまいです」という

のではなくて、子どもたちのクリエーティブな思いが続

けば延々とそれを続けていっていい環境になっていまし

て、 1カ月でも 2カ月でも意欲が出れば、このように脚

立に乗ってでも高く積んで自分のイメージを表現するよ

うなコーナーもあります。

スライド19

たてわり混合保育

発連の異なる子ども同±(こよる育ちあいの環境

(0~1オ児クラス・1~2オ児クラス・幼児クラス）

・少し年上の子どもの姿から学習できる環境

・社会性を獲得する環境

• 発達の個人差を受け入れられる環境

こんな感じで一般の保育園とはちょっと違う環境をつ

くって保育をしている保育園です。そしてうちの保育園

の特徴のもう 1つはここに書いてあるように、先ほどの

お話のように縦割りであるということですね。縦割りで

あるということは、おのずと発達段階が違う人が日常的

に交わっているわけですよね。

私たちの考えとしては、やはり人が育つ過程で子ども
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子どもと親たちの視点から

の育ちというのは少し年上のモデルというものの存在は大きく、少し年上の人の存在から多くのも

のを吸収する性質が子どもたちの中にあると思っています。普通の家庭でもそうだと思うんですけ

ど、このレジュメにも書いたように第一子のお子さんよりも第二子、第三子のお子さんというのは

たいがい要領よく色々なことを学習しますよね。

やっぱりそういう子どもの中にある性質は大いに大事にして、大人が何でも指導するとか教える

ではなくて、子ども同士の中での学習効果というものを大事にしたいと思って、それが今いろいろ

問題とされている社会性というものの育ちにも必要不可欠であると考えています。先ほどお話しし

たようにO~l歳のクラス、 1~2歳のクラス、幼児のクラスという 3つのプロックで保育を運営

しています。

スライド20

スライド21

スライド22

じやあ、ちょっと写真を見ながら。これは小さな子ど

もさんが靴を履くのを年上の子どもさんが手伝っていま

すけど、こういった姿が自然に見られます。

これは幼児のクラスですけど、年長児と年少児ですね。

ちょっと年少さんには難しい活動を一緒に年長さんがやっ

ている姿です。こんなふうに小さな人もまだ自分には難

しいんだけど大きい人がやっているのを見ながら興味を

示したり、やってみようという意欲につながっていくと

いうことですね。

ここのコーナーも年中さんと年少さんが交じっていま

す。こんなふうに色々な遊びであるとか知的な探求心も

上のお子さんの刺激を得て、かなり早くスムーズに学習

していく姿が見られます。例えば、いわゆる文字なんか

もたいがい一斉保育であると年長さんの空き口とかとい

うふうにして教えると思うんですけど、うちの場合は文

字の環境が自然に保育室にあって、やりたい子どもがそ

こで取り組んでいる。そうするとそばで小さな子どもた

ちが寄っていって興味を示す。

たいがい年少の子どもぐらいは、 50音は自然に読めていますね。書くということに関しては、書
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